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255　　　 胎 児仮死 に お け る 胎児循環 動態 の 解析

一
急 性 胎児仮 死 と 慢 性胎児仮死 に お け る 心 血 行動

態 の 比 較検討
一

256　　　　胎児仮死予知における胎児下行大動脈 、

臍帯動脈及び胎児中大脳動脈血流計測の 有用性の

検討
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〔目的〕胎 児仮死 の 病 態 の 違 い に よ る循環動態 の 変

化，相 違 に つ い て 検討 した Q 〔方法〕 妊娠 36〜40週

の IUGR を示 した 慢性 胎児 仮死 （1−FD 群）11例及 び

発育 正常で 分娩 時 に 偶 発的 に 生 じた 急性胎児仮死

（A −FD 群 ）16例 を 対象 と した 。 各症例 に つ き一9
　7y

ス ド プ ラ 法を 用 い て 血流 計測 を 行 い ， 上 行 大動 脈

（AO ）， 肺動 脈 （PA ）で は 収縮期最 高血 流速 度（VMAX）

を ， 下大 静旅で は Preload　lndert（PLI）を ， 房 室 弁通

過血 流 で は 急速 流 入 期 血 流速度 （VE ）／心 房収 縮期

血 流 速度（VA）比を ， 臍帯動脈（UA ）， 中大脳動脈（MCA ）

で は Resistariee　Index（RI）を 測定 し た 。 更に
， 分娩時

に 臍帯動脈血 を採 取 し，心房性 ナ ト リ ウ ム 利尿 ペ

プ タ イ ド（hANP ）を測定 した 。 各指標 に つ き正常 胎

児 （A 群）73例及 び IUGR 児（1群）41例 よ り求 め た 値

と各 々 比 較検 討 し た 。
IUGR の 診 断 に は 仁志 田 の

基準 を，胎 児仮 死 の 診 断 に は CTG を 用 い た 。 〔成績〕

〔1｝　AO，　PAVMAX 及 び Vil／VA比 は 1−FD 群 で は A −FD

群 に 比 べ ， 1 群 で は A 群 に 比 べ 前者 で は 有意に 低

値 を示 し，後 者 で は 有意 に 高値 を 示 した が，
1−FD 群

と 1群 間 ，
A −FD 群 と A 群間 で は 各 々 差 を 認 め な か

っ た 。   PL 　I 及 び hANP 値は 1−FD 群 で は 1群，　 A

−FD 群 に 比べ 有意に 高値 を示 した が ，4群 と A− FD

群 ，
1群 間 で は 差 を 認め な か っ た 。 （3）UAR 　I 及 び

MCAR 　I は 1−FD 群 で は A −FD 群 ， 1群 に 比 べ
，

1群

で は A 群 に 比 べ 前者 で は 有意 に 高値 を示 し ， 後者

では 有意 に 低値 を 示 した が ，
A − FD 群 と A 群間で は

各 々 差 を認 め な か っ た 。〔結論〕慢性胎児仮死 で は

心機能 及 び 末槍循環動態 に 変化が 見 られ ・傘身的

な 循 環不 全 を 呈す る が ， 分娩時 trc遭 耀す る急性胎

児仮 死 で は 心 血 行動態 に 病的 変化は 生 じ な い こ と

が
， 血 行動態 並 び に 生化 学的 側 面 か ら 開ら か とな

っ た 。

［目的］近年 、 非侵襲的胎児評価法 として パ ル ス ・

ドッ プラ
ー法を用 い た胎児血流計測が施行 されて

い る が 、 胎児仮死との 関連性に つ い て は未だ結論

は得 ら れ て い な い 。 今回 、分娩前に 各種胎児血流

計測を施行 し 、 そ の値と胎児仮死 との 間の 相関を

求め胎児仮死予知 に おける有用性につ き検討 した 。

［方法］胎児血流計測 に よ る胎児評価の parameter と

して 、 臍帯動脈resistance 　index（UARI）及び中大

脳動脈resistance 　index（MCARI）、 下行大動脈最 高

血流速度 （Vmax）を用い た 。 分娩前にpara血eter を計

測 した妊娠36〜41週 ま で の 73例に つ き 、 計測値 と

  分娩時の 胎児心拍数 図 に おけ る胎児仮死め有無

及び  臍帯動脈血ガ ス 分析における低酸素血症 の

有無との 関連 に つ き x2検 定を行 っ た 。   また各

parameter の 正 常群及び異常群間 の臍帯動脈血ガ ス

の PH 、 Po2の 平均値の 有意差 の有無をWilcoxon検 定

で行 っ た 。 ［成績］  UARIと胎児仮死との 間 に は有

意の 関連 を認めず 、正常群と異常群で の血ガ ス値

に も有 意差は認めなか っ た 。   MCARIで は 、胎児仮

死及び胎児低酸素血症に 対する血流異常の accur −

acy は それぞれ76．7％、68．5％で あ り 、 有意の 相関を

認 めた 。   V皿ax で は 、 これらに 対する血流異常の

accuracy はそれぞれ79。5％、78．1％で あり 、 MCARIに

比べ 高い傾向を示 した 。 Po2値は 、 正 常群の 18，1±

5．29に対し異常群は 13．4±3．21（mmHg ）とPく0．01で

有意差を認めた 。 ［結論］V皿ax 及びMCARIでは 、血流

異常と胎児心拍数図上の 胎児仮死及び聆児低酸素

血症との 間に有意の 関連 を得た 。 特に Vmaxは 、他

の para皿eter に比べ 胎児仮死との 関連 が高 く、胎児

仮死の 予知因子と して 臨床的 に 有用 である可能性

が 示唆 され た 。
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